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カルティエ 最強のブランド創造経営 長沢伸也編著、杉本香七著  

日本企業にも「感性的価値」を  2021/6/26 付  日本経済新聞 朝刊 

本書は、ラグジュアリーブランド研究の権威が、欧州企業のブランド戦略から、「ものづく

り」に優れた日本企業が学ぶべきエッセンスと、その応用方法を指南した啓蒙書である。経営

学・マーケティング論として優れているばかりでなく、有名ブランドの歴史や特徴も分かり易く

紹介されており、幅広い読者が興味深く読める内容となっている。著者によると、欧州のラグジ

ュアリーブランドは、機能や価格面での比較優位を超えた絶対的価値、すなわち「感性的な価

値」を創造するのが得意である。宝飾・高級時計・ファッションなどの有名ブランドは世界中に

ファンがいるが、実はそれらの多くは現在複数の欧州コングロマリット（複合企業）の傘下に集

約されている。「LVMH モエヘネシー・ルイヴィトン」「リシュモン」「ケリング」の 3 大グル

ープは、多数のブランドを所有し、経営資源やマーケティング手法の高度化、購買や流通におけ

る規模の利益を享受しながら、ブランドのポートフォリオ・マネジメントによってグループ全体

の収益の安定化を図り、個別ブランドにとっても大きなメリットをもたらしている。一方、著者

の見立てによると、日本企業はブランド戦略が不得意で、老舗企業でも経営資源としてのブラン

ド要素を活かしきれていないケースが多い。そして、カルティエを所有するリシュモングループ

の経営戦略が、日本企業が参考とすべき手本である、と提言する。業界最大手の LVMH がフルラ

インのブランド戦略をとるのに対し、リシュモンは宝飾や時計など伝統の職人技によって支えら

れ、かつて衰退の危機にさらされた分野を中核としており、日本の中小企業と共通点が多いから

である。それらの企業を世界的ブランドに発展させたのは、「歴史、土地、人物、技術」など無

形の経営資産を活用し、「正統性・真正性・情熱・こだわり・独自性・正当性」などの「ブラン

ド価値」に転換する優れた戦略だった。日本でも企業や自治体によるブランド化の試みは見られ

るが、まだ萌芽（ほうが）的事例に過ぎない、と著者は指摘する。本書は、日本企業が持てるブ

ランド資源を活かすことの必要性を明らかにし、日本経済がグローバル競争で勝ち残るための重

要な示唆を与えてくれる。 

平岡和矩のコメント 

１、ブランド特性型ブランディング企業 

２、ブランド複合タイプのブランディング企業 

３、一品究め型ブランド企業 

４、日本が目指すべきブランド企業 

ウェルビーイング型ブランド・ビジネスは、″人事組織を基軸とする企業″道を理念とする、ブ

ランディング企業 

 

夢テク研究所 
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「新しい時代のコミュニケーション。自分で考え動いていく社員作り」（８） 

人は具体的な解決方法を持てば行動しようとする 

  

 

 

■質問とは、上司が部下にするもの 

部下がどうすればいいかを一緒に考え、具体的行動を生み出す 

「質問は下位の者が上位のものにするもの」という考え方が一般にあるようです。会議や面会にお

いても「何か質問はありませんか？」「疑問点でも何でも結構です。ご質問をどうぞ」「何か聞きた

いことはない？」と質問を求めるのですが、大生の場合、何も出てきません。そのことについてま

だ理解がしっかりできていないので、質問を出来るようなレベルではないからです。 

 こういう場合、会議やマンツーマン対話では、話し合いの後に、上司が部下に感想を聞くといい

でしょう。そうすれば、部下が会議や対話の中で、内容をどの程度のレベルで理解しているかがわ

かります。その上で上司は、部下が今後どのようにするかなど、知りたいことを質問すればいいの

です。 

 つまり、質問とは部下が上司にするものなのです。 

 もちろん、上司に対して質問をどんどんしている部下もいるでしょう。そのように質問できる部

下は優秀で、今後、大いに成長していくはずです。なぜなら、「自分が分からないところを分かっ

ている」からです。「自分が分からないところ」を質問して、自分に生かしていこうとしています。

生かすために質問しているのです。 

 

 仕事のできる人間は、学んだことや気づいたことを自分の仕事へと生かせる力を持っています。

なるべく具体的な方法ややり方に変換して、現実的な行動レベルに落とし込めています。学んだこ

とや気づいたことを行動へと移し、現状を変化させられるのです。 

 ところが、部下の中にはどのようなレベルに達していない者も多くいます。そのため、新しいこ

とを知っても、自分のレベルに生かせるように整理整頓できません。当然、それをどのように生か

し行動すればいいかわからず、結局、今まで通りの行動を繰り返してしまうのです。 

 

 このように見ていくと、上司はそれぞれの部下のレベルを読み取り、それに応じて、どのように

対処すればいいかを一緒に考え、具体的行動を生み出すことが必要になります。部下との対話を行

い、的確な行動方針を一緒になって考えるのが上司の役目と言えます。 

 このように考えると、「質問」とは、上司が部下の状況やそれに対する行動を明確にするための

「最高の道具」なのです。 

 

●優秀な部下 

分からないところが自分で「分かっている」→質問が「できる」→学んだこと・気づいたことを仕

事で生かせる 

 

●そうでない部下 

分からないこところが自分で「わかっていない」→質問が「できない」→学んだことを自分で生か

すための整理整頓ができていない 
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KSKセミナースケジュール     

 

＜ＫＳＫ成功法＞ 
ワンチームを軸とする勝ち方をマスターすれば、チームとしての勝率は必ず上がって

いく。≪勝ち残るには、独自化のシステム作りが必須要件≫  

１、夢テクの入り口は、違いづくりが先決要件今、チャンス到来・・・時流対

応がテーマ 

２、違いこそオンリーワン戦略の中核システム 
３、オンリーワンへのアプローチは違い、すなわち、差別化ではなく差異化 

作戦を徹底すること 

４、オンリーワン作戦の手順は、比べて競って追い抜く戦略理念をタテ掘りすること 

５、戦略は、一点突破のプロジェクト・チームを組んで勝ち方をパターン化すること 

６、成功戦略を固め仕組み化に取り組み勝つまで粘り強く反復連打すること     

７、成功するには、失敗から学び、勝つまであきらめないこと 

  以上。 

 

 

月 日 セ ミナ ー イベント名 テーマ 場所 

 

７月 

 

１５日（木） 

 

1６：００ 

 

 

1９：00 

第４０３回 

夢テク研究会 

ご参加は、メールに

て、必ず、申し込みを 

お願い致します。 

<テーマ> 

渋澤ワードの可能性とチェンジアップNO1 

https://zoom.us/j/92511029056?pwd=Q3U1
TWVCVDRJeHcrYy8wb3FMangwdz09 
ミーティング ID: 925 1102 9056 
パスコード: 0662022425 

 

Zoom 

 

 

８月 

 
１９日（木） 
 

1６：００ 
 
 
1９：00 
 

第４０４回 

夢テク研究会 

ご参加は、メールに

て、必ず、申し込みを 

お願い致します。 

<テーマ> 
渋澤ワードの可能性とチェンジアップNO2 

https://zoom.us/j/92511029056?pwd=Q3U1
TWVCVDRJeHcrYy8wb3FMangwdz09 
ミーティング ID: 925 1102 9056 
パスコード: 0662022425 

綿業会館 

または、Ｚｏｏｍ  

 

 

 

９月 

 
 

16日（木） 
 
１６：００ 

 
 
１９；００ 

 
第４０５回 
夢テク研究会 

ご参加は、メールに

て、必ず、申し込みを 

お願い致します 

<テーマ> 
渋澤ワードの可能性とチェンジアップNO3 

https://zoom.us/j/92511029056?pwd=Q3U1T
WVCVDRJeHcrYy8wb3FMangwdz09 
ミーティング ID: 925 1102 9056 
パスコード: 0662022425 

綿業会館 

または、Ｚｏｏｍ  

 

 

 

 

 

 

 

Ｚｏｏｍ にて

開催 
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年 会 員 入 会 更 新 の お 知 ら せ 

 
ＫＳＫは、時代と共に進化します！！！ 

下記の通り、コロナ騒動により、セミナーの在り方の見直しを決断致しました。 

１．法人年会員様・・・・綿業会館開催セミナーは、参加費2,000円 

①コロナ終息宣言まで、セミナーは、すべてZOOMセミナーとし、無料といたします。 

②毎月25日発行の「夢テクの世界」は、従来通りの企業様のお役立情報冊子送付 

③夢テクセミナーの欠席者には、セミナー時使用の資料の送付 

２．個人年会員様・・・・綿業会館開催セミナーは、参加費2,000円 

①コロナ終息宣言まで、セミナーは、すべてZOOMセミナーとし、無料となります。 

②夢テクセミナーの欠席者には、セミナー時使用の資料の送付 

３．一般のお客様は、・・・綿業会館開催セミナーは、参加費、5,000円 

ZOOM参加費＝１,000円です。 

４．一般経営相談は、1案件につき￥50,000円  綿業会館会議室かｚｏｏｍにて。 

綿業会館の場合は、2週間前までにご連絡下さい。お待ちしております。 

５．ZOOMセミナーの出欠と会議室使用時も、すべて、メールにてお願い致します。 

ksk@yumeteku.comまで。一般会員様は、開催後、お振込みをお願い致します。 

★夢テクセミナーの振込先 

みずほ銀行 船場支店 普通口座 1684704 

名義（株）ケー・エス・ケー夢テク研究所 交流会 

 

≪法人会員≫ 

入会金 30, 000円 

年会費 120,000円 

《個人年会員》 

入会金 → 5,000円 

年会費 → 50 ,000円 

税別・入会金はいずれも初年度のみ 

ZOOMセミナー無料 

≪法人会員更新≫ 

 【令和３年６月】 

三橋サンブリッジ（株）代表取締役三橋 宏 

【令和３年７月】 

（社・福）隆生福祉会 理事長藤本加代子 

《個人会員》 

 【令和３年７月】 

         梶浦 充 

更新・新規入会情報は、発行日前日締め 

熱海の災害は、天災＝人災で、誰が犯人か？捜しで、責任逃れで必死！！命は二度と戻らない。何時も後手

後手で、ご遺族の方々はやりきれない思いでいっぱいと思います。ご冥福をお祈り申し上げます。 

さて、著書「弁論家について」のキケロ―は、①「歴史は時代の証人、真実を照らす光、記憶の命、人生の

師である」。皆様ご存知のマルクス・トｳﾂリウス・キケロは、古代ローマの政治家、文筆家、哲学者であり

、後世のヨーロッパに大きな影響を与えた人物です。他に、②「今日を楽しんだ人は、明日が待ち遠しくな

る」、③「命がある限り、そこには希望がある」、④「感謝の心は最大の美徳のみならず、あらゆる他の美徳

の両親なり」など、何時の時代にも通用する言葉と改めて感銘です。また、今回は、特に、今、①の言葉は

、渋澤栄一翁との関わりで、その足跡は、如何に偉大であるかが再認識されるのではないでしょうか？平岡

円四郎は暗殺されてしまいましたが、激動の時代に慶喜、栄一翁と生き抜き、栄一翁がパリに派遣された時

、若しかして、洗脳を受けられたのでは？と勝手に推測してしまいます。言い古され、聞き飽きていると思

いますが、魂の輪廻転生を感じます。如何でしょうか？講読書の中に①の言葉がありましたので、一言知恵

です。事務お問い合わせは、ksk＠yumeteku.com・・・090-3485-5575 平岡外喜子まで。 

 


